






























 
研究要旨 
 平成 9 年度から約 2 年間、４市 8 町のモデル市町村を選定し乳幼児健康診査の場におい

て事故防止に対する保健指導の効果を検証し、有効な保健指導を検討するために介入研究

を行った。分析対象は、介入群４０２例、非介入群４１０例であった。 
 その結果、「入浴後に浴槽の水をすぐ抜く」の項目に介入の差が認められた。 
 また、実際に体験した事故事例について県内の保護者や保育所・幼稚園等から募集し、

保護者約 1,700 件、保育所・幼稚園等約 380 件の情報提供があった。 
 今後、提供事例の分析を進めるとともに事故事例集を作成し、安全チェックのためのポ

スター作成、県のホームページへの掲載等対策を講じ、保護者や関係者へ事故防止に取り

組むことにしている。 


